
平成27年9月4日
市民・こども局区調整課

各区の区行政における市民参加の取組について

昭和５３年（１９７８年）

区民懇話会

市民主権と参加の原則に基づき、
市民が自らの地域環境に対して
自発的に具体的対応を討議、実
践する場として各区に設置

市民各層の中から選任

※宮前・麻生区は分区により

昭和５７年（１９８２年）から設置

＊要綱設置（市）

まちづくり推進組織

「区づくり白書」の理念に基づき、
区民の合意形成を図りながら
行政とのパートナーシップのも
と、魅力あるまちづくりをめざす
【※平成12年度に全区で設置】

平成１２年（２０００年）※

団体・公募区民で構成

＊要綱設置（区）

発展的解消

川崎新時代

２０１０プラン

平成５年（１９９３年）

区政推進会議

区域におけるまちづくり事業等の区
政推進事業について、区行政の自主
的な企画立案機能を支援し、その実
現を積極的に推進する

平成２年（１９９０年）

区独自予算等、区域に関する事業について検討協議

区民団体の代表、区長、知識経験者及び区民で構成

＊要綱設置（市）

発展的解消

「区づくり白書」

平成５年～９年

（１９９３年～１９９７年）

市民参加により市民の

考えによる区の将来の

あり方を明らかにする

※行政計画ではない

「区づくり白書」策定組織

区民会議

区民の参加と協働による課題
解決に向けた調査審議を行
い、もって暮らしやすい地域
社会の形成に資する

平成１８年（２００６年）

団体推薦・公募・区長推薦委員で構成

＊条例設置

課題の調査・審議

解決に向けた

取組の実践

平成１７年（２００５年）

自治基本条例

市民共同のまちづくり

平成２年（１９９０年）

●区政推進事業費を創設

平成１２年（２０００年）

●区パートナーシップ

まちづくり事業費を創設

平成１４年（２００２年）

●魅力ある

区づくり推進事業費を創設
＊区政推進事業費及び

区パートナーシップ

まちづくり事業費を廃止

平成１８年（２００６年）

●協働推進事業費を創設
＊魅力ある区づくり推進事業費を改める

●区の課題解決に向けた取組予算を創設

平成２２年（２０１０年）

●地域課題対応事業費を創設
＊協働推進事業費と

区の課題解決に向けた取組予算を統合

＊予算権限を区長に付与

委員の選出・専門部会での連携

課題の解決に向けた連携 など

相互に

連携

区独自予算

川崎再生

フロンティアプラン

平成２３年度末

に麻生区の組織

を廃止

平成２５年度末に

幸区の組織を廃止

平成２６年（２０１４年）

●区の新たな課題即

応事業費を創設

区によっては組織の役割について中間支援組

織を目指していくことを標榜する等設立当初と
は違った形状で運営を行っている。

【※平成27年度現在
７区中５区に設置】
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